
NO.５５ 憲法をめぐる対立と運動の激化

•プリントと一緒に学習してみてください。



自由民権運動の演説会

自由民権運動が広がるのをおそれた政府
が警察を使って演説を中止させようとし
ている

自由民権運動者



新しい憲法を作ろう

民間の人の中にも、理想とする憲法や
政治のしくみを研究する人々が現れた



憲法制定と国会開設をめぐる政府内の対立

開拓使の施設を不当に安い値段で薩摩藩出身者
が関係する商社に払い下げた（売った）

政府の関係者が国民の税金で建てた施設を勝手
に誰かに売るなんて何事やと国民は怒り、政府
を攻撃する声はますます高まり自由民権運動が
盛り上がった攻撃された政府は、民衆の不満を何とか

しておさめるために国会開設の勅諭
を出して10年後に国会を開くことを約束
した

民権派をあおって政府を攻撃させていると政府
に疑われた大隈は政府を去り、政党をつくる



政党の結成

政府を去った板垣と大隈は10年後の国会
開設に向けて政党を結成

板垣退助は自由党を
大隈重信は立憲改進党を結成



自由民権運動派が起こした事件

このころ政府は税金を上げ、国民の
生活は苦しくなった

増税に怒った農民らの中から打ちこわしな
どの事件がおきる。
その中でも一番大規模なものが
埼玉県の秩父地方で農民と一部の自由党員

が起こした秩父事件である

これらの反乱をおさえるために政府は
自由民権運動を弾圧、自由民権運動は
急速におとろえていった


